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「苦手な」生徒への
外国語指導

留寿都高等学校 増井誠一



「学習の目的」

「現在の授業」

「どの学校にいても

やるべきこと」



「学習の目的」



【疑問】

英語を何のために教えているか。



【生徒達の声】

「英語は学ぶ
必要がない」



【疑問】

英語学習のデメリットとは？



文部科学省 2019年4月16日

平成30年度「英語教育実施状況調査」





①言語差別の助長
②言語を消滅させる
③文化支配
④精神支配
⑤情報支配

【津田幸男著書「言語・情報・文化の英語支配」抜粋



ソーシャルメディア・コンサルティング企業 We Are Social 



【疑問】

英語を何のために教えているか。



【経験】

①前任校での英検準１級指導

②「理科」と「福祉」の授業
③娘への英検指導

④教務部長の経験



①英検準１級指導



①英検準１級指導



②「理科」＆「福祉」の教科担当



③娘への英検指導

「CO２」
って何？



④教務部長の経験

言語や文化を深く理解でき、
積極的にコミュニケーション
をとれるようにさせ、情報や
考えを理解し適切に伝えるこ
とができるようにさせる。





三省道小学校英語マガジン Ready, Set, Go.より抜粋



【疑問】

英語を何のために教えているか



教養を身につけさせる



●You build multitasking skills

●You stave off Alzheimer’s and dementia

●You become more perceptive

● Your decision-making skills improve

● You improve your English

https://www.telegraph.co.uk/education/201

8/03/27



外国語を通してでしか

できないもの



「現在の授業」



留寿都高等学校 生徒数

１年生: 15

２年生: 12

３年生: 21

４年生: 8

全校生徒: 56



留寿都高等学校

教育課程（外国語）

１年生:コミュ英Ⅰ（２単位）

２年生: 英語会話（２単位）

３年生: 実践英語（３単位）

４年生: なし





【３つの目標】

①少人数指導による

コの態度育成強化

②CLILの実践

③リーダーの育成



①少人数指導

【メリット】

・コの数が増える

・目が行き届く

・Pテストの回数増加

・上位層と下位層のシナジー



国語総合と英コⅠの

抱き合わせ



1年生スピーチ



映像



「平成30年度北海道高等学校学習状況等調査」



「平成30年度北海道高等学校学習状況等調査」



②CLILの実践

【メリット】

・教科横断

・身近な話題との接点

・PFの作成、配布による英語

力の現状理解



映像



View 21 6月号より抜粋



1年生クリル



③リーダーの育成

【メリット】

・「上位層」も伸ばす

・Peer Pressureの利用

・周りが「言い訳」できなくなる



●英検合格 ※準2級2名

●英語同好会スタート

●6月進研マーク模試

（偏差値54.6）

●国公立大学志望









「どの学校にいても

やるべきこと」









「どうせダメだ」
否定的になる



石油は

枯渇したのか？





◎アクションリサーチ

（生徒達の観察）
生徒の得意（不得意）なことを
見に行き、見つける



【 負 の 特 徴 】
・つまずきの放置

・覚えたくない

・学習習慣がない

・できないことを、他者のせいにする

・そもそも無気力

→消極的選択での学校選び



【 戦 術 】
・基礎や簡単な課題をやる

→理解でき、やる気が出る

・学習が必要なことを理解させる

→内（外）発的動機が高まる

・間違えは恥ずかしいことでないと語る

→発言に自信をもてる



◎アクションリサーチ

（教師自身の観察）

教師の得意なことを

授業に活用する



【経験より】

●米国留学経験

●進路指導＆生徒指導

●担任

●海外研修引率

●農業高校での勤務



●畑をつくる

●そば打ち同好会

●スキー練習

●数学検定４級受験

●情報処理検定準２級受験

●スペイン語学習



●娘への英検指導

●英国人ALTとの食事

●海外旅行

●Rugby World Cup観戦

●東京都採用試験

●最後のセンター試験受験



＜カリキュラムマネジメント＞

学校のために自分が・・・

★しなければならないこと

★すべきこと

★できること

★したいこと



【 学校を企業と考えると 】

人件費・・・・・？万

＋

光熱費・・・・・？万

生徒５６名・・・？万



「最後に」



「学習の目的」

「現在の授業」

「どの学校にいても

やるべきこと」





→


